


















二〇一一年三月十一日の十四時四十六分︑私は名古屋大学で大学院生たちと自主ゼミでヘイドン・ホワイト﹃メタヒストリー﹄を読んでいた︒高層階にいたので揺れが激しく︑学生たちを連れて必死 階段を駈け足で降りた︒携帯でインターネットの情報を見る 津波の予報が出てい その時には何が起こったのか全貌がつかめなかったが︑情報から疎外された状況はその後も︵それこそ今に至るまで︶かわりなかった︒震災から日を置かず︑決ま ていた講演のため台湾に来ていた私は︑現地のテレビで余りに生々し
︵おそらく日本国内で
は情報規制で見ることの出来なかった︶映像
を見て︑ すっかり精神的に参ってしまっていた︒ 三月十五日︑たまたま日本から来ていた編集者たちから「福島第一原発の二号機の格納容器が破壊されて放射能が大量拡散し︑東京周辺の人々が関西以西に避難を始めた」 などという ︿情報﹀ 特集
「2011年 8月 福島第一原子力発電所」（小原一真 撮影）







た一枚だが︑この本は日本ではなく︑遠く離れたスイスの出版社から刊行されている︒ここでは逆 その︿遠さ﹀が小原さんの現場へのまなざ に力を与えている︒今回の特集が取り上げる︿失われた二十年﹀という問題設定が︑過去の栄華を惜しみ それを取り戻そうというな幻想を批判するところに端を発し ことは言うまでもないが︑小
原さんの写真がとらえた廃墟は︑ ︿戦後﹀とい


























たのであろう。（2013年 3月11日、倉本一宏 撮影、LEICA X-1）
〈おだづなよ津波！！〉
「おだづなよ」とは宮城県の方言で「ふざけるな」とか「いい加減にしろ」という意味。これを撮影した
のは宮城県松島町の土産物屋。松島町は島々が自然の防波堤の役割を果たし、近隣と比較すると
被害は少なかった。（2013年 3月10日、倉本一宏撮影、LEICA X-1）
